













































































































































































































































































































































３）技 師 学 校 の 正 式 名 称 は、Die ständische 
Ingenieurschule で あ る。Jelinek, K. （1856）, 
S.3-26, Slokar, J. （1914）, S.164-165.
４）Stark, F. （1906）, S.3.




院長となった。Slokar, J.（1914）, S.167-170, 
H. ゴロプ（1987）。
７）BLzGbL, Bd. I, （1979）, S. 432, Jelinek, K. 
（1856）, S.191-198.
８）Slokar, J. （1914）, S.165.
９）H. フロイデンベルガー（2003）, 340-341頁。
10）Stark, F. （1906）, S.5-6.
11）Slokar, J. （1914）, S.166.
12）Stark, F. （1906）, S.6.
13）Stark, F. （1906）, S.6.
14）Stark, F. （1906）, S.7.
15）Stark, F. （1906）, S.8-11.
16）Slokar, J. （1914）, S.167.
17）Jelinek, K.（1856）, S.259 では、「卒業者名簿」
の総数を1668名としている。筆者が確認した
数字と異なるが、この原因は不明である。
18）Jelinek, K.（1856）, S.142-143, Tafel G, Tafel H.
19）Bachinger, K. （1973）, S.306-307, Blum, J. 
（1943）, p.27, 御園生　眞（1983）、100頁。
20）Bachinger, K. （1973）, S.278-281, 佐々木洋子
（2013）、第１章、第２章、第３章。
21）BLzGbL, Bd. IV, Lieferung 5, （2015）, S.397.
22）BLzGbL, Bd. I, （1979）, S.644.
23）BLzGbL, Bd. I, （1979）, S.44.
24）BLzGbL, Bd. II, （1984）, S.419.
25）高橋秀行（1986）、182頁。
人名辞典
Sturm, H. （hersg.）, Biographisches Lexikon zur 
Geschichte der böhmischen Länder, Wien.
（注においてBLzGbLと略記）
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